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１０月は３Ｒ推進月間・食品ロス削減月間です・

３Ｒとは、ごみを減らすために大切な３つの行動の頭文字をとって作られた言葉です。

Reduce

Reuse

Recycle

『次に大切なR 繰り返し使う』
◆壊れた物は修理して長く使う。
◆フリーマーケット、レンタル、リサイクルショップなどを積極的に使う。

『３つめに大切なR 資源として再生利用』

◆資源物とごみは、きちんと分別して出す。
◆地域の集団回収に協力する。

リデュース

リユース

リサイクル

『一番大切なR ごみを減らす』
◆食事は残さず食べる。

◆詰め替えなどの減量に配慮した商品を選ぶ。
◆買い物はマイバックを持参する。

取り組むことが重要です！

2.Reuse 3.Recycle1.Reduce

お知らせ

家庭では・・・買い物では・・・ 外食では・・・

必要な食材を事前に把握し、
計画的に、必要なものを買お
う。

◆買い物前には冷蔵庫を
チェックし、買いすぎや買い
忘れを防止するため、スー
パーにはメモを持参しよう。
◆少量パックやバラ売りを上
手に活用しよう。
◆すぐ使うものは出来るだけ
手前に陳列されている食品
をとろう。

◆冷蔵・冷凍・常温など食品に適した方
法で保管し、野菜などの傷みやすい食品
は早めに使い切るようにしよう。
◆野菜や果物の皮はなるべく薄くむき、
食材によっては、茎や皮も調理して無駄
なく使おう。
◆食べきれる量を調理して、作りすぎな
いようにしよう。
◆賞味期限を正しく理解し、期限を過ぎ
てもすぐに廃棄せず、食べられるかどう
か判断しよう。

◆食べきれる量のメ
ニューを注文しましょう。
◆食べられないものを事
前に伝えましょう。

３Ｒは の順番で

作り置きや冷凍など保存方法を工夫し、
食材を使いきろう。

適量を食べ、分け合いま
しょう。



アイロンプリント紙

紹 介 雑がみは立派な資源です！

「雑がみ」とは、新聞（折り込みチラシを含む）・雑誌・段ボール・飲料用紙パック以外のリサイクルできる
紙のことです。雑がみは普通ごみの日に生ごみ等と一緒に出してしまうのではなく、紐でしばって古紙の日
に出しましょう!!

ティッシュ箱の
ビニールは取り除く

ビニールやセロハン
は取り除く

※個人情報の取扱いにご注意ください

紙以外の粘着テープ、プラスチック、金属などの付
属品は「雑がみ」と一緒に出さないでください。

の日に出してください。普通ごみこれらはの日に出してください。古紙・古布これらは

雑がみの出し方
ひもで結んで、古紙の
回収日に出そう

いらなくなった
雑誌の間に挟む

（雑誌がない場合はつぶした紙箱などで挟む)

③ 整 頓
見やすいように配置する

金具は
取り除く

カレンダー

封筒はがき（圧着はがきは除く）

ラップ・トイレットペーパーの芯

紙袋

包装紙

値札

ちらし・コピー
用紙

紙コップ・紙皿

お菓子・ティッシュなどの箱

台紙類

写 真

アイスなど
の紙製容器

圧着はがき

紙パック識別
圧着はがき

レシート・FAX
などの感熱紙

シュレッダーした紙

カーボン紙

汚れた紙

臭いのついた紙


